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道　標

こ
の
幼
児
洗
礼
を
有
効
な
も
の

と
認
め
て
い
ま
す
。

そ
の
子
に
対
し
て
、
ま
た
、

そ
の
子
の
将
来
の
幸
せ
を
確
証

さ
せ
る
た
め
に
行
使
さ
れ
る
幼

児
洗
礼
は
、
当
然
親
の
親
権
の

行
使
と
し
て
認
め
ら
れ
、
勧
め

ら
れ
ま
す
。
但
し
、
洗
礼
は
秘

跡
（
見
え
な
い
恵
み
の
見
え
る

し
る
し
）
で
す
が
、
自
動
販
売

機
の
よ
う
に
簡
単
に
幸
せ
が
手

に
入
る
も
の
と
考
え
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

そ
の
子
が
成
長
し
自
己
判
断

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、

親
は
そ
の
子
に
洗
礼
を
授
け
た

理
由
を
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る

よ
う
に
常
日
頃
か
ら
準
備
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
親
は
そ
の
子
に
代
わ
っ

て
洗
礼
を
望
み
、
信
仰
告
白
を

し
た
の
で
す
か
ら
。
 

「
成
人
洗
礼
」
と
は
、
理
性

が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
自
分

の
自
由
意
思
で
受
洗
し
た
人
の

こ
と
で
す
。
歩
ん
で
い
た
人
生

の
あ
る
瞬
間
に
キ
リ
ス
ト
と
出

会
い
、
キ
リ
ス
ト
を
知
り
、
キ

リ
ス
ト
の
示
す
道
を
歩
き
、
キ

リ
ス
ト
に
倣
っ
て
生
き
て
い
く

こ
と
を
決
意
し
た
人
の
こ
と
で

す
。
 

こ
の
二
つ
の
洗
礼
の
か
た
ち

は
、
「
親
子
愛
」
と
「
隣
人

愛
」
の
関
係
で
捉
え
直
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
幼
児
洗
礼

を
親
子
関
係
で
、
成
人
洗
礼
を

隣
人
関
係
で
捉
え
る
と
い
う
事

で
す
。

親
子
関
係

先
ず
、
幼
児
洗
礼
か
ら
説
明

し
ま
す
。
夫
婦
は
、
そ
の
子
の

受
胎
を
知
っ
た
瞬
間
か
ら
そ
の

子
を
愛
し
始
め
ま
す
。
し
か

し
、
聖
パ
ウ
ロ
は
次
の
よ
う
に

言
っ
て
い
ま
す
。

「
天
地
創
造
の
前
に
、
神
は

わ
た
し
た
ち
を
愛
し
て
、
御
自

分
の
前
で
聖
な
る
者
、
汚
れ
の

な
い
者
に
し
よ
う
と
、
キ
リ
ス

ト
に
お
い
て
お
選
び
に
な
り
ま

し
た
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に

よ
っ
て
神
の
子
に
し
よ
う
と
、

御
心
の
ま
ま
に
前
も
っ
て
お
定

め
に
な
っ
た
の
で
す
」
（
エ
フ

ェ
ソ
１
・
４
～
５
）
。

こ
の
聖
パ
ウ
ロ
の
説
明
を
聞

く
と
、
私
た
ち
信
者
は
神
に
よ

っ
て
召
さ
れ
た
者
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
聖

パ
ウ
ロ
が
言
う
と
こ
ろ
の
、
神

の
お
定
め
が
私
に
実
現
し
た
の

は
、
私
を
愛
し
た
く
れ
た
親
の

決
断
に
よ
る
、
と
い
う
風
に
理

解
で
き
る
の
で
す
。

イ
エ
ス
が
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の

洗
礼
を
受
け
た
時
、
天
か
ら
「
こ

れ
は
わ
た
し
の
愛
す
る
子
、
わ
た

し
の
心
に
適
う
者
」
（
マ
タ
イ

３
・
17
）
と
い
う
声
が
聞
こ
え
ま

し
た
。
こ
れ
は
天
の
父
に
よ
る
我

が
子
へ
の
認
証
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
認
証
を
受
け
て
イ
エ
ス
は
「
死

と
復
活
」
に
よ
る
人
間
の
罪
か
ら

の
解
放
と
い
う
自
己
犠
牲
を
伴
う

わ
ざ
の
実
現
の
た
め
に
邁
進
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。隣

人
関
係

一
方
、
「
成
人
洗
礼
」
の
人

に
お
い
て
は
、
人
生
を
誠
実
に

生
き
る
中
で
、
ど
う
し
て
も
遭

遇
す
る
対
人
関
係
で
の
挫
折
や

裏
切
り
を
経
験
す
る
度
に
、
救

い
へ
の
希
求
が
芽
生
え
ま
す
。

そ
し
て
、
人
を
根
本
的
に
拘
束

し
て
い
る
原
罪
の
存
在
に
気
づ

き
、
そ
れ
を
取
り
除
い
て
く
れ

る
イ
エ
ス
に
出
会
い
ま
す
。
 

ユ
ダ
ヤ
人
の
教
師
で
あ
っ
た

ニ
コ
デ
モ
と
イ
エ
ス
の
対
話

は
、
洗
礼
の
意
味
に
つ
い
て
の

も
の
で
す
。
「
人
は
、
新
た
に

生
ま
れ
な
け
れ
ば
、
神
の
国
を

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
問

い
か
け
る
イ
エ
ス
に
ニ
コ
デ
モ

は
答
え
ま
す
。
「
年
を
取
っ
た

者
が
、
ど
う
し
て
生
ま
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
も
う
一

度
母
の
胎
内
に
入
っ
て
生
ま
れ

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
」
。
そ
れ
に
対
し
て
イ
エ
ス

は
、
「
だ
れ
で
も
水
と
霊
と
に

よ
っ
て
生
ま
れ
な
け
れ
ば
、
神

教
区
の
皆
さ
ま
、
新
年
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
旧
年
中
に
皆
さ
ま
方
か

ら
頂
い
た
た
く
さ
ん
の
祈
り
と

ご
協
力
に
対
し
、
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
今
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
皆
さ
ま
の
上
に
神
の
豊
か

な
祝
福
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
 

教
区
目
標

さ
て
、
私
は
、
今
年
の
標
語

（
目
標
）
と
し
て
「
洗
礼
の
恵

み
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
生
き
よ

う
！
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の

標
語
は
、
昨
年
10
月
に
開
か
れ

た
「
教
区
評
議
会
」
で
話
し
合

わ
れ
た
事
柄
を
踏
ま
え
て
、
そ

の
後
の
司
祭
評
議
会
で
示
さ
れ

た
教
区
の
具
体
的
な
動
き
を
推

進
す
る
た
め
に
必
要
で
基
本
的

な
信
仰
上
の
確
認
事
項
で
あ
り

ま
す
。
 

私
た
ち
が
集
っ
て
い
る
「
教

会
」
は
、
「
父
と
子
と
聖
霊
の

御
名
に
よ
っ
て
」
洗
礼
を
受
け

た
信
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
１

年
、
「
信
者
」
つ
ま
り
洗
礼
を

受
け
た
者
の
自
覚
を
深
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

幼
児
洗
礼
と
成
人
洗
礼

信
者
は
、
洗
礼
を
受
け
た
そ

の
時
期
に
よ
っ
て
、
２
種
類
に

区
別
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
「
幼

児
洗
礼
」
と
「
成
人
洗
礼
」
の

信
者
で
す
。
こ
の
２
種
類
の
信

者
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
 

「
幼
児
洗
礼
」
と
は
、
家
族

の
意
思
、
あ
る
い
は
、
親
の
意

思
で
幼
児
の
時
に
受
洗
し
た
も

の
で
、
本
人
の
意
思
あ
る
い
は

同
意
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
伝
統
的
に

【
２
０
２
４
年
　
年
間
目
標
】

洗
礼
の
恵
み
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
生
き
よ
う

鹿
児
島
教
区
司
教

中

野

裕

明

年頭の辞

の
国
に
入
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
返
答
し
ま
す
。
（
ヨ
ハ

ネ
３
・
１
～
21
参
照
）
 

ニ
コ
デ
モ
の
考
え
は
、
現
実

的
で
、
科
学
的
で
す
。
し
か
し

そ
れ
を
凌
駕
す
る
答
え
を
イ
エ

ス
は
示
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
洗

礼
に
よ
っ
て
、
人
は
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
告

知
で
す
。
こ
の
こ
と
を
聖
書
の

こ
と
ば
で
は
、
回
心
（
メ
タ
ノ

イ
ア
）
と
言
い
ま
す
。
洗
礼
の

時
、
受
洗
者
は
神
へ
の
信
仰
宣

言
の
前
に
悪
魔
と
そ
の
栄
華
と

の
決
別
を
宣
言
し
ま
す
。
ニ
コ

デ
モ
と
の
対
話
の
最
後
に
イ
エ

ス
は
次
の
よ
う
に
言
い
ま
す
。

「
光
が
世
に
来
た
の
に
、

人
々
は
そ
の
行
い
が
悪
い
の

で
、
光
よ
り
も
闇
を
愛
し
た
。

そ
れ
が
、
も
う
裁
き
に
な
っ
て

い
る
。
悪
を
行
う
者
は
皆
、
光

を
憎
み
、
そ
の
行
い
が
明
る
み

に
出
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
光

の
方
に
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
真
理
を
行
う
者
は
光

の
方
に
来
る
。
そ
の
行
い
が
神

に
導
か
れ
て
な
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
た

め
で
あ
る
」
（
ヨ
ハ
ネ
３
・
19

～
21
）
。
 

そ
の
後
ニ
コ
デ
モ
が
洗
礼
を

受
け
た
か
ど
う
か
は
不
明
で

す
。
た
だ
、
イ
エ
ス
の
埋
葬
の

場
面
で
、
「
か
つ
て
あ
る
夜
、

イ
エ
ス
の
も
と
に
来
た
こ
と
の

あ
る
ニ
コ
デ
モ
も
、
没
薬
と
沈

香
を
混
ぜ
た
物
を
百
リ
ト
ラ
ば

か
り
持
っ
て
き
た
」
（
同
上

19
・
39
）
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
ヨ
ハ
ネ
福
音
史
家
の
細
や

か
な
配
慮
を
感
じ
ま
す
。
ユ
ダ

ヤ
教
の
教
師
と
い
う
社
会
的
地

位
に
あ
り
名
誉
を
受
け
て
い
た

と
思
わ
れ
る
彼
は
、
心
の
奥
底

で
、
イ
エ
ス
と
通
じ
て
い
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
１
年
、
皆
さ
ま
に
お
願

い
し
ま
す
。
ご
自
分
の
洗
礼
の

経
緯
を
思
い
起
こ
し
、
イ
エ
ス

と
の
関
係
が
今
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
を
問
い
直
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
 

教
　
区
　
長

中
野
裕
明

名
誉
司
教

郡
山
健
次
郎

司
教
総
代
理

泉
　
浩
二

法
務
代
理
・
事
務
局
長

霧
島
　
彬

鹿
児
島
地
区

末
吉
卓
也
（
姶
良
教
会
）
、
郡
山
健
次
郎
（
指
宿
教

会
）
、
鄭
法
鍾
（
加
世
田
教
会
）
、
李
秉
德
（
鴨
池
教

会
）
、
小
隈
憲
士
（
ザ
ビ
エ
ル
教
会
）
、
盛
克
志
、
福

崎
英
雄
（
谷
山
教
会
）
、
朴
鎭
亮
（
種
子
島
教
会
）
、

泉
浩
二
（
玉
里
教
会
）
、
貴
島
丈
弥
（
紫
原
教
会
）
、

栃
尾
泰
英
（
吉
野
教
会
）
、
霧
島
彬
（
垂
水
教
会
）
、

Ｊ
・
タ
ム
（
鹿
屋
教
会
）
、
Ｊ
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
（
国

分
教
会
）
、
Ｏ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
（
志
布
志
教

会
）
、
Ｇ
・
テ
ィ
エ
ン
（
溝
辺
教
会
）
、
宋
診
旭
（
出

水
教
会
・
阿
久
根
教
会
）
、
福
崎
英
雄
、
Ｊ
・
ハ
ン
マ

（
入
来
教
会
）
、
橋
口
啓
悟
（
大
口
教
会
）
、
Ｔ
・
メ

ニ
ッ
ヒ
（
川
内
教
会
）

奄
美
大
島
・
徳
之
島
地
区

内
野
洋
平
（
大
笠
利
教
会
）
、
松
永
正
男
、
久
保
芳

一
、
山
浦
義
春
（
古
田
町
教
会
・
古
仁
屋
教
会
）
、
朴

昶
奎
（
小
宿
教
会
）
、
申
賢
圭
（
瀬
留
教
会
）
、
山
浦

義
春
（
大
熊
教
会
）
、
鈴
木
康
由
（
聖
心
教
会
）
、

Ｗ
・
ボ
ス
コ
、
石
田
望
（
母
間
教
会
・
和
泊
教
会
）

教
区
本
部

中
野
裕
明
、
小
川
靖
忠
（
善
き
牧
者
幼
稚
園
）
、
Ｐ
・

ア
ン
（
ザ
ビ
エ
ル
教
会
協
力
）
、
霧
島
彬

司
教
館

永
山
幸
弘

そ
の
他

山
口
好
信
（
出
向
）
、
寝
占
敦
之
（
静
養
）
、
田
原
章

（
引
退
）

終
身
助
祭

桃
薗
淳
一
郎
（
鴨
池
教
会
）
、
久
保
俊
弘
（
谷
山
教

会
）
、
川
口
茂
（
加
世
田
教
会
）
、
石
神
秀
人
（
阿
久

根
教
会
）
、
四
條
淳
也
（
喜
界
島
教
会
）
、
小
島
芳
武

（
川
内
教
会
）
、
池
上
利
男
、
重
久
知
司
（
徳
之
島
地

区
）

司
祭
評
議
会

中
野
裕
明
（
会
長
）
、
泉
浩
二
（
副
会
長
）
、
小
隈
憲

士
、
Ｊ
・
タ
ム
、
朴
昶
奎
、
鈴
木
康
由
（
教
区
司

祭
）
、
Ｊ
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
（
ザ
ベ
リ
オ
宣
教
会
）
、

盛
克
志
、
福
崎
英
雄
（
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
）
、
松
永

正
男
、
内
野
洋
平
（
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
会
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
修
道
会
）
、
霧
島
彬
（
書
記
長
）

与えられた使命を果たせる１年でありますように 2024年

鹿
児
島
教
区
司
祭
・
助
祭
団

（
敬
称
略
）
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ご
存
知
の
よ
う
に
、
ラ
・
サ

ー
ル
学
園
は
鹿
児
島
市
に
あ
る

カ
ト
リ
ッ
ク
の
男
子
校
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
学
校
の
中
心

に
修
道
院
を
構
え
る
「
そ
れ
ほ

ど
若
く
は
な
い
」
男
た
ち
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
彼
ら
は

ラ
・
サ
ー
ル
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
 国
際
的
な
修

道
会
で
、
「
キ
リ
ス

ト
教
学
校
修
士
会
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

若
者
た
ち
に
質
の

高
い
キ
リ
ス
ト
教
教

育
と
人
間
教
育
を
提

供
す
る
た
め
に
ラ
・

サ
ー
ル
・
ブ
ラ
ザ
ー

ス
の
最
初
の
グ
ル
ー

プ
が
鹿
児
島
に
到
着

し
た
の
は
70
年
以
上

も
前
の
こ
と
で
す
。

現
在
、
ラ
・
サ
ー

ル
学
園
に
は
３
人
の

ブ
ラ
ザ
ー
が
住
み
、

働
い
て
い
ま
す
。
メ

キ
シ
コ
出
身
の
Br.
ド

ミ
ン
ゴ
・
ビ
ジ
ャ
ミ
ル
Ｆ
Ｓ
Ｃ

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
兼
校
長
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

出
身
の
Br.
ア
ベ
ッ
ト
・
ピ
ア
Ｆ

Ｓ
Ｃ
と
Br.
ニ
コ
・
マ
リ
ア
ー
ノ

Ｆ
Ｓ
Ｃ
（
高
校
教
師
）
。

今
年
は
日
本
の
ラ
・
サ
ー
ル

修
道
会
に
と
っ
て
特
別
な
年
で

す
。
と
い
う
の
も
去
る
11
月
５

日
（
日
）
、
若
い
Br.
ニ
コ
の
終

生
誓
願
式
を
祝
っ
た
か
ら
で

す
。
Br.
ニ
コ
は
２
０
２
０
年
か

ら
鹿
児
島
の
共
同
体
に
赴
任
し

て
い
ま
す
。
 式
は
ラ
・
サ
ー

ル
学
園
の
チ
ャ
ペ
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

誓
願
式
の
ミ
サ
は
中
野
裕
明

司
教
様
の
司
式
で
行
わ
れ
、
Br.

ニ
コ
の
家
族
、
友
人
と
ラ
・
サ

ー
ル
学
園
の
学
校
関
係
者
が
参

列
し
、
心
の
こ
も
っ
た
式
と
な

り
ま
し
た
。

Br.
ニ
コ
は
ラ
・
サ
ー
ル
・
ブ

ラ
ザ
ー
と
し
て
生
涯
を
さ
さ
げ

る
誓
い
を
立
て
ま
し
た
。
そ
の

時
に
宣
立
し
た
終
生
修
道
誓
願

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
 

「
そ
れ
ゆ
え
、
私
は
、
本
会

の
認
可
の
勅
書
、
な
ら
び
に
会

則
と
会
憲
に
従
い
、
貞
潔
、
清

貧
、
従
順
、
貧
者
へ
の
教
育
の

奉
仕
、
及
び
、
本
会
へ
の
忠
誠

を
約
束
し
、
宣
誓
い
た
し
ま

す
。
こ
の
誓
願
を
全
生
涯
に
わ

た
っ
て
、
堅
く
守
る
こ
と
を
約

束
い
た
し
ま
す
。
」
 

こ
の
よ
う
な
特
別
な
機
会

に
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
ま
た
ブ
ラ
ザ
ー

た
ち
に
お
祝
い
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い

た
し
ま
す
。

ラ
・
サ
ー
ル
修
道
会
の
た
め

に
、
特
に
ブ
ラ
ザ
ー
た
ち
が
鹿

児
島
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
の

若
者
た
ち
に
奉
仕
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
お
祈
り
く

だ
さ
い
。

（
ラ
・
サ
ー
ル
会
鹿
児
島
修

道
院
）
 

▼
山
浦
義
春
神
父

古
田
町
教
会
助
任
司
祭
の
ミ

カ
エ
ル
山
浦
義
春
神
父
（
コ
ン

ベ
ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

修
道
会
）
は
、
12
月
26
日
付
け

で
大
熊
教
会
管
理
者
。

11
月
５
日
（
日
）
ラ
・
サ
ー
ル
会
鹿
児
島
修
道
院
（
鹿
児
島
市
小
松
原
２
丁
目
）
で
、
１
人
の

ブ
ラ
ザ
ー
の
終
生
誓
願
式
が
あ
っ
た
。
司
式
し
た
の
は
中
野
裕
明
司
教
。
教
区
報
で
は
、
誓
願
宣

立
の
喜
び
を
綴
っ
た
英
語
文
と
そ
の
訳
文
を
掲
載
し
、
鹿
児
島
に
お
け
る
同
修
道
会
の
様
子
を
紹

介
し
た
い
。

As you may already know, La Salle Gakuen is a
Catholic school for young men in Kagoshima City but
do you know who are the “not so young” men whose
convent is in the heart of the school? They are called
the La Salle Brothers.  The international
congregation is known as the “Institute of the
Brothers of the Christian Schools”. It was more
than 70 years ago when the first group of La Salle
Brothers arrived in Kagoshima to provide quality
Christian and human education to the young. Today,
there are three La Salle Brothers living and working
in La Salle Gakuen: Br. Domingo Villamil FSC from
Mexico (Community Director and School Principal),
Br. Abet Pia FSC and Br. Nico Mariano FSC from
the Philippines (Highschool teachers).  

This year is a special year for the La Salle
Congregation in Japan. Last November 5, 2023, we
celebrated the Profession of Perpetual Vows of our
young Brother in Japan. Br. Nico has been assigned
to the Kagoshima community since 2020.  The
ceremony happened in the school chapel of La Salle
Gakuen. The holy mass was presided by the Reverend
Bishop Hiroaki Nakano and attended by the Brothers,
the family and friends of Br. Nico and school
representatives of La Salle Gakuen. It was an
intimate and heartfelt ceremony.  

During the mass and ceremony, Br. Nico made t3he
lifetime commitment as a La Salle Brother. A portion
of the religious vows says:  

Wherefore, I promise and vow association for the
educational service of the poor, chastity, poverty,
obedience and stability in the Institute according to
the Bull of Approbation and the Rule of the Institute.
I promise to keep these vows faithfully all my life.” 

We thank all those who have given their support
and have sent their well wishes to the Brothers in this
special occasion. Please pray for the La Salle
Brothers so that we may continue serving the Church
and the young people not only in Kagoshima but in
other places in the world. (La Salle Community in
Kagoshima) 

写真中央が終生誓願を立てたBr.ニコ。Br.ニコに向か
って左側がBr.ドミンゴ・ビジャミル（校長）

11
月
28
日
（
火
）
午
後
２
時

か
ら
、
教
区
本
部
２
階
会
議
室

で
司
祭
評
議
会
が
開
催
さ
れ
、

集
会
祭
儀
司
式
者
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
「
教
区
召
命
の
日
」
、

２
０
２
４
年
度
の
教
区
行
事
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

特
に
集
会
祭
儀
司
式
者
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
４
月

と
５
月
に
嘉
松
宏
樹
神
父
（
長

崎
教
区
）
と
櫻
井
尚
明
神
父

（
福
岡
教
区
）
に
よ
る
公
開
講

座
を
実
施
し
、
通
常
講
義
の
講

師
を
中
野
司
教
、
永
山
神
父
、

福
崎
神
父
、
盛
神
父
、
山
浦
神

父
、
内
野
神
父
、
鈴
木
神
父
が

担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
通

常
講
義
は
原
則
と
し
て
４
月
以

外
は
、
第
３
日
曜
を
鹿
児
島
、

第
４
日
曜
を
奄
美
で
実
施
す
る

こ
と
で
調
整
が
進
ん
で
い
る
。

喜びいっぱいのラ・サール会の聖堂

▼
鄭
成
淙
神
父

２
０
１
８
年
３
月
に
仁
川
教

区
か
ら
鹿
児
島
教
区
に
派
遣
さ

れ
て
い
た
ベ
ル
ク
マ
ン
ス
鄭
成

淙
神
父
（
大
熊
教
会
主
任
司

祭
）
は
12
月
26
日
、
派
遣
期
間

満
了
の
た
め
帰
国
し
た
。

教
区
人
事

司
祭
の
消
息

11
月
の
司
祭
評
議
会

吉
野
教
会
　
中
江
 
均

ご
慈
悲
乞
う
故
人
を
偲
び
霊
悼

む
陽
射
も
添
い
し
唐
湊
墓
地
の

ミ
サ

在
り
し
日
の
師
の
面
影
に
想
い

馳
せ
合
掌
し
ば
し
墓
前
に
佇
む

文

芸

▼
カ
ト
リ
ッ
ク
教
師
の
会

12
月
10
日
（
日
）
15
時
か
ら

17
時
ま
で
、
鴨
池
教
会
で
教
区

カ
ト
リ
ッ
ク
教
師
の
会
の
待
降

節
黙
想
会
が
行
わ
れ
た
。
講
師

は
福
崎
英
雄
神
父
で
、
自
身
の

幼
稚
園
で
の
経
験
も
交
え
な
が

ら
の
講
話
で
あ
っ
た
。

ラ
・
サ
ー
ル
会
に
大
き
な
喜
び

Br.
ニ
コ
・
マ
リ
ア
ー
ノ
が
終
生
誓
願
宣
立
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ミ
サ
を
司
式
し
た
。

泉
神
父
に
よ
る
マ
ル
コ
福
音

書
朗
読
の
あ
と
に
説
教
し
た
中

野
司
教
は
、
ザ
ビ
エ
ル
が
日
本

に
上
陸
し
た
当
時
の
教
会
の
動

き
を
説
明
し
、
「
ザ
ビ
エ
ル
は

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
本
来
あ
る

べ
き
姿
に
立
ち
返
ろ
う
と
福
音

宣
教
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
こ

と
を
受
け
て
ア
ジ
ア
の
宣
教
に

乗
り
出
し
た
。
そ
し
て
日
本
で

の
宣
教
に
は
、
謙
遜
さ
が
大
切

だ
と
訴
え
て
い
る
。
謙
遜
と
は

神
に
す
べ
て
を
委
ね
、
出
会
う

人
に
合
わ
せ
て
自
分
を
も
変
え

て
い
け
る
と
い
う
こ
と
。
宣
教

に
は
謙
遜
さ
が
必
要
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

ミ
サ
後
は
教
会
の
ホ
ー
ル
で

中
野
司
教
の
霊
名
の
祝
日
を
祝

う
茶
話
会
が
実
施
さ
れ
た
。

待
降
節
第
１
主

日
の
12
月
３
日

夜
、
鹿
児
島
カ
テ

ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ

ル
記
念
聖
堂
で
日

本
宣
教
の
保
護
者

聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
司

祭
の
祝
日
を
記
念

す
る
ミ
サ
が
さ
さ

げ
ら
れ
、
同
聖
人

の
霊
名
を
い
た
だ

く
中
野
裕
明
司
教

た
め
に
祈
り
が
さ

さ
げ
ら
れ
た
。

午
後
６
時
か
ら

の
ミ
サ
に
は
、
約

40
人
の
信
者
が
参

列
し
、
中
野
司
教

と
泉
神
父
、
小
隈

神
父
、
栃
尾
神

父
、
ア
ン
神
父
が

１
日
（
月
）
神
の
母
聖
マ
リ
ア

▼
世
界
平
和
の
日

４
日
（
木
）
七
田
八
十
吉
神
父
命
日
（
１
９
８
０
年
）

▼
ル
カ
神
父
命
日
（
１
９
９
８
年
）

６
日
（
土
）
申
賢
圭
神
父
叙
階
記
念
（
２
０
１
７
年
）

７
日
（
日
）
主
の
公
現

▼
盛
克
志
神
父
霊
名
（
聖
ラ
イ
ム
ン
ド
）

８
日
（
月
）
主
の
洗
礼

９
日
（
火
）
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
10
時

▼
教
区
本
部
仕
事
始
め

10
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分

13
日
（
土
）
聖
書
の
分
か
ち
合
い
・
教
区
本
部
・
14
時

14
日
（
日
）
年
間
第
２
主
日

▼
永
島
泰
蔵
神
父
命
日
（
２
０
０
２
年
）

17
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分

18
日
（
木
）
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
禱
週
間
・
～
25
日

19
日
（
金
）
ハ
イ
シ
ク
神
父
命
日
（
１
９
８
９
年
）

21
日
（
日
）
年
間
第
３
主
日
（
神
の
こ
と
ば
の
主
日
）

▼
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
禱
会
・
日
本
聖
公
会
鹿
児
島
復
活

教
会
・
15
時
（
予
定
）

24
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
13
時
30
分

▼
ロ
ベ
ル
ト
神
父
命
日
（
２
０
２
０
年
）

25
日
（
木
）
聖
パ
ウ
ロ
の
回
心

▼
郡
山
健
次
郎
名
誉
司
教
霊
名

26
日
（
金
）
フ
ェ
リ
ェ
神
父
命
日
（
１
９
１
９
年
）

27
日
（
土
）
奉
献
生
活
者
の
た
め
の
ミ
サ
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
14
時

▼
聖
書
の
分
か
ち
合
い
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
成
相
明
人
神
父
命
日
（
２
０
２
０
年
）

28
日
（
日
）
年
間
第
４
主
日

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
世
界
こ
ど
も
助
け
合
い
の
日
（
献
金
）

「
世
界
こ
ど
も
助
け
合
い
の
日
」
を
呼
び
か
け
る
教
皇
庁
児
童
宣
教

事
業
は
、
幼
子
イ
エ
ス
の
保
護
に
ゆ
だ
ね
た
い
と
の
希
望
か
ら
、
聖

な
る
幼
子
の
会
ま
た
は
幼
子
宣
教
会
と
も
よ
ば
れ
ま
す
。
そ
の
目
的

は
、
「
子
ど
も
た
ち
を
助
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

献
身
す
る
、
キ
リ
ス
ト
者
の
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
っ
て
祈
り
、

犠
牲
を
さ
さ
げ
、
支
援
を
行
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
各
教
会
等
に
加

え
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
幼
稚
園
や
保
育
園
の
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が

献
金
に
手
紙
や
絵
を
添
え
て
協
力
し
て
い
ま
す
。
当
日
の
献
金
は
全

世
界
か
ら
ロ
ー
マ
教
皇
庁
・
福
音
宣
教
省
に
送
ら
れ
、
世
界
各
地
の

恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

29
日
（
月
）
鹿
児
島
教
区
司
祭
大
会
・
教
区
本
部
・
～
30
日

31
日
（
水
）
ボ
ス
コ
神
父
霊
名
（
聖
ド
ン
・
ボ
ス
コ
）

【
司
教
日
程
】
10
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
17
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、

24
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
27
日
奉
献
生
活
者
の
た
め
の
ミ
サ
、
29
日

司
祭
大
会
・
～
30
日
、
31
日
カ
リ
タ
ス
幼
稚
園

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

教
　
　
皇

多
様
性
と
い
う
賜
物

日
本
の
教
会
　
す
べ
て
の
命
を
守
る

い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
た
め
モ
ー
セ
の
後
継

者
で
あ
る
ヨ
シ
ュ
ア
は
約
束
の

地
に
入
っ
た
時
、
神
様
が
命
じ

ら
れ
た
通
り
民
に
割
礼
を
施
し

ま
し
た
（
ヨ
シ
ュ
ア
５
・
２
～

９
参
照
）。

彼
に
よ
れ
ば
出
エ
ジ
プ
ト
後

に
荒
れ
野
で
生
ま
れ
た
者
は
誰

一
人
と
し
て
割
礼
を
受
け
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
死
を
招
い
た

原
因
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
こ
の
名
に
は
「
ヤ
ハ

ウ
ェ
（
神
）
は
救
う
」
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と

は
ヨ
シ
ュ
ア
＝
イ
エ
ス
と
い
う

名
前
に
は
神
の
独
り
子
が
救
い

主
と
し
て
見
え
る
か
た
ち
で
新

し
い
時
代
の
始
ま
り
と
な
っ
た

と
い
う
こ
と
が
込
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

時
折
お
話
し
す
る
よ
う
に
旧

約
聖
書
と
新
約
聖
書
は
二
つ
で

一
つ
の
「
聖
書
」
で
す
。
こ
う
し

た
視
点
に
立
っ
て
読
む
と
読
み

飛
ば
し
て
し
ま
い

が
ち
な
箇
所
に
新

た
な
気
付
き
が
あ

る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
イ
エ
ス
と
い
う
名

前
で
す
が
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
は
ヨ

シ
ュ
ア
で
す
。
イ
エ
ス
は
ヨ
シ

ュ
ア
を
ギ
リ
シ
ア
語
的
に
発
音

し
た
も
の
で
す
。
ヨ
シ
ュ
ア
は

ホ
シ
ャ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
モ
ー
セ
に
よ
っ
て
改
名
さ
せ

ら
れ
ま
し
た（
民
数
記
13
・
８
、

16
、
Ⅰ
歴
代
誌
 ７
・
27
）。

改
名
と
は
単
に
名
称
が
変
わ

る
の
で
は
な
く
、
神
に
於
い
て

生
き
方
が
変
わ
る
こ
と
、即
ち
、

重
大
な
転
向
を
意
味
し
ま
す
。

ま
た
ヨ
シ
ュ
ア
と
い
う
名
は
エ

ホ
シ
ャ
の
短
縮
形
で
ヤ
ハ
ウ
ェ

の
要
素
を
含
ん
だ
最
古
の
名
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
エ
ス
様
が
神
殿
で
捧
げ
ら

れ
る
場
面
に
「
八
日
た
っ
て
割

礼
の
日
を
迎
え
た
と
き
、
幼
子

は
イ
エ
ス
と
名
付
け
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
胎
内
に
宿
る
前
に
天

使
か
ら
示
さ
れ
た
名
で
あ
る
。」

と
あ
り
ま
す
（
ル
カ
２
・
21
）。

こ
の
一
節
に
込
め
ら
れ
た
も

の
を
二
回
に
わ
た
っ
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
「
八
日
た
っ
て
割
礼
の

日
を
迎
え
（
る
）」
と
い
う
の
は

創
世
記
に
も
レ
ビ
記
に
も
み
ら

れ
る
民
族
の
規
定
で
す
（
創
世

記
17
・
12
、
レ
ビ
記
12
・
３
）。

こ
れ
は
神
様
と
の
契
約
の
証
で

あ
り
、
そ
れ
も
体
に
刻
み
込
む

し
る
し
（
記
）
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
も
し
割
礼
を
受
け
な
い
者

が
い
る
な
ら
ば
そ
の
者
は
契
約

を
破
っ
た
者
と
し
て
民
の
間
か

ら
断
つ
と
ま
で
神
様
は
言
わ
れ

ま
し
た
（
創
世
記
 17
・
１
～
14 

参
照
）。

こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
は
出
エ
ジ
プ
ト
に
あ
た
っ

て
荒
れ
野
を
彷
徨
っ
た
40
年
の

間
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
自
分

た
ち
の
子
供
に
割
礼
を
施
し
て

イ
エ
ス
と
い
う
名
前
⑴

《
康
由
神
父
の
聖
書
教
室
》
69

会

と

催

し

１
月

イ
グ
ナ
チ
オ
の
霊
操
⑦

紫
原
教
会
主
任
司
祭

貴
島
丈
弥

す
。「

金
持
ち
と
ラ
ザ
ロ
の
た
と

え
」
（
ル
カ
16
・
19
～
31
）
や

「
愚
か
な
金
持
ち
の
た
と
え
」

（
ル
カ
12
・
13
～
21
）
で
描
か

れ
て
い
る
の
は
、
神
か
ら
与
え

ら
れ
た
本
来
良
い
も
の
で
あ
る

は
ず
の
富
を
適
切
に
使
用
で
き

な
か
っ
た
例
で
、
「
タ
ラ
ン
ト

ン
の
た
と
え
」
（
マ
タ
イ
25
・

14
～
30
）
で
の
最
初
の
２
人
の

僕
は
主
人
の
富
を
適
切
な
目
的

の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
た
例
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

不
偏
心
の
状
態
に
あ
る
人

は
、
他
の
も
の
に
必
要
以
上
に

執
着
す
る
こ
と
な
く
、
常
に
神

と
こ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
心

が
向
い
て
い
る
人
と
言
う
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
何
が
本
当
に

自
分
自
身
の
最
終
目
的
に
と
っ

て
良
い
も
の
で
あ
る
の
か
を
見

極
め
る
の
も
難
し
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
「
神
の

み
旨
を
探
し
、
確
か
め
る
こ

と
」
（
霊
操
１
）
と
い
う
イ
グ

ナ
チ
オ
の
霊
操
の
目
的
で
あ
り

意
義
で
あ
り
ま
す
。

参
考
文
献

ペ
ド
ロ
・
ア
ル
ぺ
　
「
キ
リ

ス
ト
の
道
　
第
一
巻
　
原
理
と

基
礎
」

当
な
用
途
で
使
用
す
る
限
り
有

効
で
す
が
、
必
要
以
上
の
量
、

ま
た
は
間
違
っ
た
薬
を
不
適
当

な
方
法
で
服
用
す
る
な
ら
害
に

さ
え
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
広
い
意
味
で
言
う
な

ら
、
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ
』
、

『
ラ
ウ
ダ
ー
テ
・
デ
ウ
ム
』
な

ど
で
警
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

現
在
の
世
界
の
状
態
が
そ
う
で

す
。
神
さ
ま
に
よ
っ
て
造
ら
れ

た
す
べ
て
の
も
の
は
、
良
い
も

の
で
す
が
、
方
法
、
タ
イ
ミ
ン

グ
、
量
、
用
途
を
間
違
え
る
と

有
害
に
さ
え
な
り
え
ま
す
。

奉
仕
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
そ
の
も
の
は
善
い
行
い
で

す
。
で
す
が
、
最
も
緊
急
の
場

合
で
な
い
限
り
、
や
る
べ
き
勉

強
や
責
任
が
目
の
前
に
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
行
う
な
ら
、
自

分
自
身
に
も
周
り
に
も
害
が
及

ん
で
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま

不
偏
心

“
原
理
と
基
礎
”
に
は
人
間

の
造
ら
れ
た
目
的
と
、
そ
の
目

的
の
た
め
に
他
の
被
造
物
も
存

在
す
る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
“
被
造
物
”
に

は
、
人
、
他
の
生
き
物
な
ど
自

然
界
に
存
在
す
る
動
植
物
だ
け

に
限
ら
ず
、
物
、
お
金
、
出
来

事
、
奉
仕
な
ど
、
す
べ
て
の
も

の
が
含
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
“
不
偏
心
”
に
よ

っ
て
“
選
択
”
し
、
「
神
を
賛
美

し
、
敬
い
、
仕
え
る
」
と
い
う
目

的
を
達
成
す
る
の
で
す
。
こ
こ
に

イ
グ
ナ
チ
オ
の
霊
性
に
お
け
る
も

う
一
つ
の
重
要
な
性
質
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
は
、
「
そ
の
限
り
に
お

い
て
」
（
tantum
 quantum
）

と
い
う
霊
性
で
す
。

目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な

ら
そ
れ
ら
を
使
用
し
、
妨
げ
に

な
る
の
で
あ
れ
ば
離
れ
る
と
い

う
選
択
が
で
き
る
心
の
状
態
で

す
。薬

の
服
用
が
よ
い
例
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
必
要
な
分
量
を
適

宣教には謙遜さが不可欠
聖ザビエルの生き方を学び司教の霊名を祝う

奉献生活者と共にささげるミサ

日時：2024年１月27日（土）14時
場所：ザビエル教会
司式：中野裕明司教様

小隈憲士神父様
※ミサ後に茶話会を予定

教区修道女連盟

貧しいラザロ
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ま
の
前
で
は
皆
が
平
等
で
あ
る

と
強
調
さ
れ
、
心
か
ら
の
優
し

さ
と
皆
さ
ん
の
歓
迎
に
神
の
い

つ
く
し
み
と
平
和
を
感
じ
、
感

動
で
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。
３
人

に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の

10
月
22
日
（
日
）
徳
之
島
地

区
教
会
で
は
４
年
ぶ
り
の
バ
ザ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は

天
城
町
に
あ
る
岡
前
教
会
で
、

こ
の
教
会
に
と
っ
て
は
初
め
て

の
バ
ザ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
に
関
し
て
は
石
田
神

父
さ
ま
と
バ
ザ
ー
委
員
会
で
計

画
を
立
て
、
10
時
か
ら
ミ
サ
、

11
時
か
ら
バ
ザ
ー
開
始
と
し
ま

し
た
。
食
事
は
「
カ
レ
ー
」
と

「
焼
き
そ
ば
」
の
み
で
し
た

が
、
大
正
琴
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の

伴
奏
に
み
ん
な
が
踊
り
出
し
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
午
後
１
時
か
ら
の
抽
選

会
で
は
み
ん
な
「
何
が
当
た
る

か
？
」
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し

た
。
午
後
２
時
に
終
了
し
た
バ

ザ
ー
で
し
た
が
、
教
会
の
信
徒

だ
け
で
な
く
地
域
の
方
々
も
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
共
に
触

れ
合
い
語
り
合
っ
て
お
ら
れ
、

教
会
の
未
来
に
希
望
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
「
す
べ
て
よ
し
」
の
大

成
功
で
、
み
ん
な
の
心
が
神
さ

ま
の
も
と
で
一
致
団
結
し
た
素

晴
ら
し
い
も
の
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

バ
ザ
ー
準
備
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
は
高
齢
者
ば
か
り
で
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
に
や
り
遂
げ
た
喜
び
も
大

き
く
、
神
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん

の
お
恵
み
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
８
月
４
日
（
金
）
は
、

主
任
司
祭
ボ
ス
コ
神
父
さ
ま

（
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
修
道
会
）

の
誓
願
宣
立
25
周
年
の
記
念
日

で
し
た
。
そ
の
お
祝
い
に
８
月

３
日
、
徳
之
島
か
ら
の
３
人
が

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
島
の
マ
ウ
メ
ー
レ
教
区
を
訪

れ
、
翌
日
の
式
典
に
出
席
し
ま

し
た
。

一
行
は
４
日
、
聖
霊
教
会
か

ら
車
を
何
十
台
も
連
ね

て
の
パ
レ
ー
ド
を
見
学

し
ま
し
た
。
そ
の
光
景

は
感
無
量
で
し
た
。
ご

ミ
サ
は
２
時
間
半
も
の

長
さ
。
そ
の
あ
と
の
祝

賀
会
で
は
食
事
を
し
な

が
ら
、
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
ダ
ン
ス
…
と
延
々

と
続
き
ま
し
た
。
ま
た

私
た
ち
が
日
本
か
ら
来

た
こ
と
で
、
大
歓
迎
さ

れ
、
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

管
区
長
様
は
、
神
さ

使
徒

�

�

た
ち
の
働

�
�
�

き
を
礎

�
�
�
�と

し
て

教
会

�
�
�
�
�

が
生�

ま

れ
、
広�

�

が
り
ま
し

た
。
教
会
が
拠�

り

所�
�
�

と
し
て
き
た

の
は
旧
約
聖
書

�
�
�
�
�
�
�
�
�と

新
約

�
�
�
�

聖
書
の
他�

�

に
聖

な
る
伝
承

�
�
�
�
�が

あ
り
ま
す
。

こ
の
二�

�

つ
は
神
様

�
�
�
�

を
起
源

�
�
�

と
し
て
い

る
の
で
す
か
ら
、
互�

�

い
に
結�

�

ば
れ
、
共
通

�
�
�
�
�し

た

も
の
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
当
然

�
�
�
�

で
す
。
つ
ま

り
人
間

�
�
�
�

が
書�

い
た
り
伝�

�

え
た
り
し
た
も
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
に
注
意

�
�
�
�

が
必
要

�
�
�
�

で
す
。

聖
書
と
は
聖
霊

�
�
�
�

が
人
間
に
書
か
せ
た
も
の
で

あ
る
と
信�

�

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
聖
な
る
伝

承
、
略

�
�
�し

て
聖
伝

�
�
�
�

は
イ
エ
ス
様�

�

と
聖
霊
が
使
徒

た
ち
に
託�

�

し
、
真
理

�
�
�

の
霊
に
よ
っ
て
受�

け
継�

が

れ
て
き
た
伝
統

�
�
�
�

で
あ
る
と
言�

え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
聖
書
と
聖
伝
に
基�

�

づ
く
も
の
が

教
会
の
教�

�

え
で
す
。
こ
の
教
え
を
正�

�

し
く
受
け

継
ぎ
、
後�

�

の
時
代

�
�
�

に
正
し
く
伝
え
て
い
く
こ
と

が
教
会
の
働
き
で
す
。
教
会
と
信
徒

�
�
�

の
み
な
さ

ん
無�

く
し
て
イ
エ
ス
様
の
教
え
は
正
し
く
継
承

�
�
�
�
�

さ
れ
て
い
か
な
い
の
で
す
。

で
は
教
会
が
存
在

�
�
�
�

す
る
本
質
的

�
�
�
�
�
�

な
意
味

�

�

、
ま

た
目
的

�
�
�
�

は
何�

�

な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
こ
の

地
上

�
�
�
�

で
神
の
国�

�

が
実
現

�
�
�
�

す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
考

�
�
�え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
神
の
独�

�

り

子�

で
あ
る
イ
エ
ス
様
は
こ
の
地�

上�
�
�で

生
ま
れ
、

生
活

�
�
�
�

し
、
死�

ん
で
復
活

�
�
�
�

し
ま
し
た
。
そ
し
て
再

�
�
�

び
こ
の
地
上
に
来
ら
れ
ま
す
。

復
活
と
は
永
遠

�
�
�
�

の
命

�
�
�を

得�

る
こ
と
で
す
。
で

あ
れ
ば
イ
エ
ス
様
が
来
臨

�
�
�
�

す
る
こ
の
地
上
こ
そ

神
の
国
と
な
り
、
こ
こ
で
永
遠
の

命
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
る
は
ず

で
す
。
イ
エ
ス
様
の
復
活
は
こ
の

こ
と
の
先
取

�
�
�

り
で
あ
っ
た
の
で
す
。
 

神
の
国
が
実
現
が
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

が
イ
エ
ス
様
が
既�

�

に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
最

�
�
�も

大
切
な
掟

�
�
�で

す
。
そ
う
…
神
へ
の
愛�

�

と
隣
人

�
�
�
�

愛

が
こ
の
地
上
に
満�

ち
る
時�

�

、
神
の
国
が
実
現
す

る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
来
月

�
�
�
�

ま
た

少�
�

し
詳�

�

し
く
お
話�

�

し
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

聖
書
と
聖
伝
に
基
づ
く
教
会
の
教
え

要　　理

で
き
な
い
体
験
と
な
り
ま
し

た
。
余
談
で
す
が
、
台
風
６
号

に
も
歓
迎
さ
れ
、
13
日
間
の
実

り
多
き
旅
と
な
り
ま
し
た
。

ボ
ス
コ
神
父
様
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
は
私
ど
も
で
は
表
現
で

き
な
い
ほ
ど
で
す
が
、
今
後
も

徳
之
島
の
教
会
の
た
め
に
石
田

神
父
様
と
力
を
合
わ
せ
て
邁
進

し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。
(徳
之
島
教
会
・
順
　
秀

子
通
信
員
)

祭
は
屋
久
島
の
文
化
遺
産
、
郷

土
の
教
材
と
し
て
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
述
べ
た
。
ま
た
中

野
司
教
は
記
念
碑
建
立
ま
で
を

振
り
返
り
、
38
回
目
と
な
っ
た

記
念
式
典
が
こ
の
よ
う
に
永
き

に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た

縁
に
触
れ
、
地
元
の
方
々
へ
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
。

そ
の
後
は
作
家
で
シ
ド
テ
ィ

神
父
の
顕
彰
に
尽
力
し
て
い
る

古
居
智
子
さ
ん
が
講
話
し
、
シ

ド
テ
ィ
神
父
顕
彰
に
立
ち
上
が

っ
た
地
元
の
人
物
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
１
９
４
２
年
に
始

ま
っ
た
記
念
碑
建
立
の
動
き
は

戦
中
、
戦
後
の
ゴ
タ
ゴ
タ
で
下

火
に
な
っ
た
も
の
の
、
１
９
６

８
年
の
明
治
維
新
１
０
０
年
事

業
で
再
燃
、
そ
の
11
年
後
の
町

制
施
行
20
周
年
（
１
９
７
９

年
）
を
機
に
実
現
に
至
っ
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

式
典
後
は
近
く
の
小
島
地
区

公
民
館
で
、
シ
ド
テ
ィ
神
父
の

生
涯
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
ー
上
映

が
あ
っ
た
後
、
屋
久
島
教
会
敷

地
に
シ
ド
テ
ィ
神
父
記
念
館
を

建
て
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
く
し
ま
未
来
工

房
の
活
動
の
様
子
が
古
居
智
子

さ
ん
ら
か
ら
紹
介
さ
れ
る
と
と

も
に
資
金
調
達
の
た
め
の
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の
協

力
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

町
主
催
の
式
典
に
は
80
人

が
、
ま
た
ベ
ネ
テ
ィ
ク
ト
神
父

や
中
野
司
教
の
歌
の
披
露
も
あ

っ
た
公
民
館
で
の
交
流
会
に
は

40
人
余
の
出
席
が
あ
っ
た
。

ま
た
式
典
の
前
に
は
14
時
か

ら
屋
久
島
教
会
で
中
野
司
教
主

司
式
に
よ
る
シ
ド
テ
ィ
神
父
屋

久
島
上
陸
を
記
念
す
る
ミ
サ
が

さ
さ
げ
ら
れ
た
。
こ
の
ミ
サ
に

は
山
形
、
東
京
、
千
葉
な
ど
か

ら
２
グ
ル
ー
プ
の
巡
礼
団
が
参

列
、
地
元
の
信
徒
や
鹿
児
島
市

内
か
ら
駆
け
つ
け
た
信
徒
、
修

道
者
と
一
緒
に
シ
ド
テ
ィ
神
父

の
熱
い
宣
教
魂
を
偲
び
、
そ
の

列
福
を
願
っ
て
祈
り
が
さ
さ
げ

ら
れ
た
。

４
年
ぶ
り
の
バ
ザ
ー
と

ボ
ス
コ
神
父
さ
ま
の
誓
願
宣
立
銀
祝
徳 之 島
地区教会

屋
久
島
町
と
同
町
教
育
委
員

会
主
催
に
よ
る
「
シ
ド
テ
ィ
神

父
屋
久
島
上
陸
記
念
祭
」
が
11

月
23
日
（
木
）
午
後
、
屋
久
島

町
小
島
に
あ
る
「
神
父
シ
ド
ッ

チ
上
陸
記
念
碑
」
前
広
場
で
あ

っ
た
。

15
時
か
ら
の
式
典
で
は
、
塩

川
文
博
さ
ん
（
屋
久
島
町
教
育

委
員
会
教
育
長
）
、
中
野
裕
明

司
教
、
小
島
地
区
区
長
の
岩
川

篤
浩
さ
ん
が
挨
拶
し
た
。
塩
川

教
育
長
と
岩
川
区
長
は
、
シ
ド

テ
ィ
神
父
の
研
究
に
没
頭
し
て

い
た
ザ
ベ
リ
オ
宣
教
会
の
コ
ン

タ
リ
ー
ニ
神
父
と
地
元
民
と
の

絆
に
つ
い
て
触
れ
た
上
で
、
シ

ド
テ
ィ
神
父
屋
久
島
上
陸
記
念

宣
教
師
の
遺
徳
を
称
え
、
列
福
を
祈
る

38
回
目
の
シ
ド
テ
ィ
神
父
屋
久
島
上
陸
記
念
祭

マウメーレ教区で歓迎を受ける

パレードの中のボスコ神父（中央）


